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プローブデータは走行の情報と共に用途の情報を持っています。
ここでは走行特性の違う車両が走る時期によってどんな変化が起きるのか･･･
『車両を季節で走行速度を集計して算出』した結果の図化です。
位置情報や速度、加速度を季節ごとに整理することでどんな速度の変化が起きるのか？を把握することが
可能なのかを確かめてみました。
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冬に走りにくいところはどこ？

■乗用

■貨物

■乗用と貨物の冬期速度低下
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用途別の冬期速度低下

「乗用」と「貨物」のそれぞれの速度
の変化を確認しましたが、用途別の冬
期速度低下を重ね合わせてみると。
「乗用車の低下区間が多め」
冬は堆雪により道幅が狭くなるととも
に路面凍結などにより速度低下が発生
しやすい状況が広く見られます。「貨
物」は通年で速度超過が少なく冬期の
速度低下も自然なものと思いますが、
「乗用」は夏期に速度が出やすく冬期
に極端に速度低下が発生して「乗用」
だけが速度低下を発生している区間が
存在しているのかもしれません。図化
を行うことにより地形を含めた改めて
気づく事ができます。
また、速度超過を減らすためには、ど
こに対策が必要なのかといったヒント
も得る事ができるかもしれません。

乗用も貨物もいろん
なところで速度が増
減してますん？
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用途別の冬期速度低下
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ブログ（裏方）「冬に走りにくいところはどこ？」

車両走行データ（プローブデータ）の解析により、冬期
特有の「走りづらさ」が客観的な数値として浮き彫りに
なります。スリップによる急減速や登坂不能、平均速度
の低下地点を地図上にプロットすることで、経験則に頼
らない道路管理が可能になります。
データが示す傾向として、除雪が追いつかない「生活道
路」での立ち往生「スタック多発地点」が局所的に現れ
るのが特徴です。
これらのデータを上手く活用する事で、冬道の安全な
ルート選択や、効率的な除雪計画の策定に貢献できるか
もしれません。
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